
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認頂きますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)などを
      通じて公開される情報に常にご注意下さい。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断して下さい。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会下さい。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害等 
      について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないで下さい。これらの
      用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行なうもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウエアおよびソフトウエ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウエアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願い致します。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断り致します。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会下さい。

本資料ご利用に際しての留意事項
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1. エミュレータとユーザシステムとの接続について 

1.1 E10A-USBエミュレータの構成品 
 
E10A-USBエミュレータは、SH7750、SH7750Sをサポートしています。 
表 1.1に、E10A-USBエミュレータの構成品を示します。 
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表 1.1 E10A-USBエミュレータの構成品 
分類 品名 構成品外観 数量 備考 

エミュレータ本体 

 

1 HS0005KCU01H 

縦：65.0 mm、横：97.0 mm、 

高さ：20.0 mm、質量：72.9 g  

または 

HS0005KCU02H 

縦：65.0 mm、横：97.0 mm、 

高さ：20.0 mm、質量：73.7 g 

ユーザインタフェースケ

ーブル 
1 14ピンタイプ 

長さ：20 cm、質量：33.1 g 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

USBケーブル 

 

1 長さ：150 cm、質量：50.6 g 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

SH7750 E10A-USB 
エミュレータ 

セットアップ 

プログラム、 

 

SuperH™ファミリ用 

E10A-USB エミュレータ

ユーザーズマニュアル、

 

別冊 SH7750  
ご使用時の補足説明[注]、 
 

HS0005KCU01H，
HS0005KCU02Hテスト 
プログラムマニュアル 

 

 

1 HS0005KCU01SR 

 

 

 

 

HS0005KCU01HJ 

HS0005KCU01HE  

 

 

HS7750KCU01HJ 

HS7750KCU01HE 

 

HS0005TM01HJ 

HS0005TM01HE 

  

(CD-Rで提供) 

【注】 その他 E10A-USBでサポートしている MPUの個別マニュアルが収録されています。 

対象 MPUを確認の上、対象となる個別マニュアルをご参照ください。 
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1.2  E10A-USBエミュレータとユーザシステムの接続 
 
E10A-USBエミュレータを接続するためには、ユーザシステム上に、ユーザ I/Fケーブルを接続す

るための H-UDIポートコネクタを実装する必要があります。ユーザシステム設計の際、下記に示す
H-UDIポートコネクタとチップ間の推奨接続例を参考にしてください。 
また、ユーザシステム設計の際には、E10A-USBユーザーズマニュアルおよび関連するデバイスの

ハードウェアマニュアルを必ずよくお読みになってください。 
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1.3 ユーザシステム上に実装する H-UDIポートコネクタ 
 
E10A-USBエミュレータが推奨する H-UDIポートコネクタを表 1.2に示します。 

表 1.2   推奨コネクタ 
 型 名 メーカ 仕様 

14ピン 
コネクタ 

7614－6002 住友スリーエム株式会社 14ピンストレートタイプ 

 
【留意事項】 

H-UDIポートコネクタ実装時、周囲３mm四方に他の部品を実装しないでください。 
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1.4 H-UDIポートコネクタのピン配置 
 
H-UDIポートコネクタのピン配置を図 1.1に示します。 

 
【注】下記に記載の H-UDIポートコネクタのピン番号の数え方は、コネクタ製造元のピン番号の数

え方と異なりますのでご注意ください。 
 

 
 

図 1.1  H-UDIポートコネクタのピン配置(14ピン) 
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 【注】 １．ユーザシステム側からの入出力方向 
  ２．/信号名：Lowレベルで有効な信号 
  ３．ユーザシステム側の GNDを検出することにより、ユーザシステムの接続と非接続を

判別しています。 
  ４．UVCCに VccQ端子を接続しない場合、ユーザインタフェースの I/O電圧は 3.3V固

定となります。 
  ５．GNDに接続しても問題はありません。 



1. エミュレータとユーザシステムとの接続について 

7 

1.5 H-UDIポートコネクタとチップ間の推奨接続例 
 

1.5.1 推奨接続例 
 
E10A-USBエミュレータ使用時の H-UDIポートコネクタとチップ間の推奨接続例を図 1.2、UVCC

未接続時の接続例を図 1.3に示します。 
 

【注】 1. H-UDIポートコネクタの N.C.ピンには何も接続しないでください。 
 2. プルアップに連抵抗を使用する場合、他の端子によるノイズの影響を受ける可能性があ

りますので TCKは他の抵抗と分けてください。 
 3. H-UDIポートコネクタとチップ間のパターン長はできるだけ短くしてください。また、

基板上で H-UDIポートコネクタとチップ間以外への信号線の引き回しは行わないでくだ
さい。 

 4. UVCC端子にユーザ電源を供給することにより、ユーザシステム電源 OFF時 E10A-USB
からユーザシステムへのリーク電流を抑えることができます。これは、E10A-USBエミ
ュレータ内インタフェース回路には、内部電源またはユーザ電源(SWにより切替)で駆動
するレベルシフタが実装されており、UVCC端子に対しユーザ電源を供給する回路構成
にした場合、ユーザからの電源が供給されない限り、レベルシフタは駆動しません。こ
れにより、ユーザシステムの電源が切れている状態では、ユーザインタフェースから電
流が流れないようになっています。 
また、ユーザインタフェースの I/O電圧をユーザシステムの VccQと同じ電圧にできます
ので、低電圧(3.3V未満)で動作させる場合、UVCC端子にユーザ電源(VccQ)を供給する
ようにしてください。この時、E10A-USBエミュレータのスイッチは、ユーザ電源を供
給する設定(SW2=1,SW3=1側)としてください。 

 5. 図 1.2,図 1.3に記載されている抵抗値は、参考値です。 
 6. E10A-USBエミュレータを使用しない場合の端子処理については、関連するデバイスの

ハードウェアマニュアルを参照してください。 
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• 図 1.2推奨接続例で回路を組んだ場合の E10A-USBエミュレータのスイッチ設定：SW2=1, SW3=1
スイッチ設定の詳細は、「SuperH™ファミリ用 E10A-USB エミュレータユーザーズマニュアル  
3.8 DIPスイッチの設定」を参照してください。 

 
 

図 1.2  E10A-USB使用時の H-UDIポートコネクタ－チップ間の推奨接続例 
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• 図 1.3接続例で回路を組んだ場合の E10A-USBエミュレータのスイッチ設定：SW2=0, SW3=1ス
イッチ設定の詳細は、「SuperH™ファミリ用 E10A-USB エミュレータユーザーズマニュアル  
3.8 DIPスイッチの設定」を参照してください。 

 
 

図 1.3  E10A-USB使用時の H-UDIポートコネクタ－チップ間の接続例 

 
【注】  UVCC未接続の場合、ユーザシステム電源 OFF時 E10A-USBからユーザシステムへリーク

電流が流れますので注意してください。 
 

 



1. エミュレータとユーザシステムとの接続について 

10 

 



 

11 

2. SH7750 ご使用時のソフトウェア仕様 

2.1 E10A-USBエミュレータと SH7750、SH7750Sの相違点 
 

(1) E10A-USBエミュレータは、システム起動時に汎用レジスタやコントロールレジスタの一部
を初期化していますので注意してください（表2.1）。 
ワークスペースから起動する場合は、セッションで保存されている値が入力されます。 

 

表 2.1  E10A-USBエミュレータでのレジスタ初期値 
状態 レジスタ名 E10A-USBエミュレータ 

E10A-USBエミュレータ 

起動時 

(POWER ON) 

R0～R14 

R15(SP) 

R0_BANK～R7_BANK 

PC 

SR 

GBR 

VBR 

MACH 

MACL 

PR 

DBR 

SGR 

SPC 

SSR 

FPUL 

FPSCR 

FR0～FR15 

XF0～XF15 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’A0000000 

H’700000F0 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’00000000 

H’000000F0 

H’00000000 

H’00040001 

H’00000000 

H’00000000 

 

(2) H-UDIはE10A-USBエミュレータで使用しているので、アクセスしないでください。 
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(3) 低消費電力状態 (スリープ、スタンバイ、モジュールスタンバイ)  
SH7750、SH7750Sには、低消費電力状態としてスリープ状態、スタンバイ状態、モジュール
スタンバイ状態があります。スリープ状態、スタンバイ状態は、SLEEP命令の実行により状
態を切り換えます。E10A-USBエミュレータ使用時、スリープ状態は、通常の解除要因の他
に、Break Conditionの条件の一致（ブレークキー入力も含む）によっても状態が解除され、
ユーザプログラムがブレークします。スタンバイ状態は、通常の解除要因またはブレークキ
ー入力によって状態は解除され、状態解除後、ユーザプログラムは正常に動作します。ただ
し、スタンバイ状態、モジュールスタンバイ状態でコマンド入力等を行うとE10A-USBエミ
ュレータからのコマンドは使用できなくなります。 

 
【留意事項】 
  ブレークによりスリープ状態が解除された時、ユーザプログラム再開は、SLEEP命令の次

の命令になります。 
  スリープ状態中に、メモリ参照や変更を行った場合でもスリープ状態が解除され、SLEEP

命令の次の命令から実行を開始します。 
  SH7750Sではハードウェアスタンバイ機能がサポートされていますが、E10A-USBエミュ

レータ使用時にハードウェアスタンバイ状態に遷移すると、TIMEOUTエラーが発生します。 
  SLEEP命令を STEP実行する場合、[Run]メニューの[Step...]を使用する際には[Rate]を 6に

してください。5以下の場合、Communication timeout エラーが発生します。 
 

(4) リセット信号 
SH7750、SH7750SのRESET信号は、GOボタンおよびSTEP系ボタンをクリックすることによ
るエミュレーションで有効です。したがって、E10A-USBエミュレータのコマンド待ち状態
では、RESET信号はSH7750、SH7750Sに入力されません。 

 
【留意事項】 
  /RESET、/BREQ端子が"Low"状態、/RDY端子が"High"状態のままユーザプログラムをブレ

ークしないでください。TIMEOUTエラーが発生します。また、ブレーク中に/BREQが"Low"
固定状態、/RDY端子が"High"固定状態になると、メモリアクセス時に TIMEOUTエラーが発
生します。 

 
(5) ダイレクトメモリアクセスコントローラ(DMAC)  

DMACはE10A-USBエミュレータ使用時でも機能しています。転送要求が発生すると、DMA
転送を実行します。 
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(6) ユーザプログラム実行中のメモリアクセス 
ユーザプログラム実行中にメモリウィンドウ等からメモリアクセスした場合、E10A-USBエ
ミュレータ内部でユーザプログラムの実行を一旦停止してメモリアクセスし、その後ユーザ
プログラムを再実行しています。したがって、ユーザプログラムのリアルタイム性はありま
せん。 
 
参考値として、以下の環境でのユーザプログラムの停止時間を示します。 
環境 
ホストPC  ：Pentium®Ⅲ 1GHz 
OS  ：Windows® 2000 

 SH7750   ：CPUクロック200MHz 
 JTAGクロック ：20MHz 
 
コマンドラインウインドウから1バイトメモリリードを行った場合、停止時間は約45 msとな
ります。 

 
(7) 割込み 

ICRレジスタのNMIBビットが1の時は、ブレーク中でもNMI割込みを受け付けます。NMI 
割込みルーチンから正常に戻ってこられない場合や、汎用レジスタの値が保証されていな 
い場合、E10A-USBエミュレータはCommunication timeoutエラーになります。 

 
(8) ユーザプログラムブレーク中のメモリアクセス 

E10A-USBエミュレータは、フラッシュメモリ領域に対してダウンロードすることができま
す。（SuperH™ファミリ用 E10A-USB エミュレータユーザーズマニュアル「6.22 フラッシ
ュメモリへのダウンロード機能」参照） 
しかし他のメモリライト操作はRAM領域に対してのみ可能です。したがって、メモリライト、
BREAKPOINT等の設定はRAM領域のみに行ってください。 
また、MMUによりメモリ空間がライトのみ可能となっている場合にも、メモリライト、
BREAKPOINTブレーク、ダウンロード等の操作は行わないでください。 
 

(9) ユーザプログラムブレーク中のキャッシュ操作 
キャッシュイネーブルの場合、E10A-USBエミュレータは以下の方法でメモリアクセスして
います。 

• メモリライト時：キャッシュを一旦ライトスルーにし、メモリライトを行う。 
• メモリリード時：設定されているキャッシュ書き込みモードを変更せず行う。 
したがって、ユーザプログラムブレーク中にメモリリードやライト操作を行うと、キャッシ
ュの状態が変化します。 
オペランドキャッシュの半分を内蔵RAMとして使用する際に、この領域に対してメモリフィ
ルを行う場合は、ベリファイオプションを無効にしてください。ベリファイオプションが有
効の場合は、正しくメモリフィルができません。 

 
(10) セッションロードについて 

[Configuration]ダイアログボックスの[JTAG clock]の情報は、セッションロードで回復されま
せん。このため、TCKの値は、0.625MHzとなります。 
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(11) [IO]ウィンドウ 

• 表示と変更 

ユーザブレークコントローラ（User Break Controller）は、E10A-USBエミュレータが使用す
るため、値の変更は行わないでください。 
ウォッチドッグタイマ（Watchdog Timer）の各レジスタは、読み出し／書き込みの２つを用
意しています。 

表 2.2   ウォッチドッグタイマのレジスタ 
レジスタ名 用途 レジスタ 

WTCSR (W) 書き込み用 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ 

WTCNT (W) 書き込み用 ウォッチドッグタイマカウンタ 

WTCSR(R) 読み出し用 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ 

WTCNT(R) 読み出し用 ウォッチドッグタイマカウンタ 

 
ウォッチドッグタイマは、ユーザプログラムの実行時以外は動作しません。周波数変更レジ
スタの値は、[IO]ウィンドウや[Memory]ウィンドウから変更せず、必ずユーザプログラム内
で変更してください。 

 
E10A-USBエミュレータでは[IO]ウィンドウから内蔵I/Oレジスタにアクセスできますが、バ
スステートコントローラのSDMRレジスタに書き込む際には注意が必要です。SDMRレジス
タに対して書き込みを行う場合、書き込みを行うアドレスをあらかじめI/Oレジスタ定義ファ
イル(SH7750.IO)に設定してから起動してください。I/Oレジスタファイルは、I/Oレジスタフ
ァイル作成後、デバイス仕様が変更になることがあります。I/Oレジスタファイルの各I/Oレ
ジスタと、デバイスマニュアル記載のアドレスに相違がある場合は、デバイスマニュアルの
記載にしたがって修正してご使用ください。I/Oレジスタは、I/Oレジスタファイルのフォー
マットにしたがい、カスタマイズすることが可能です。なお、E10A-USBエミュレータでは、
ビットフィールド機能についてはサポートしていませんので、ご了承ください。 
 

 【留意事項】 
  I/Oレジスタ定義ファイルには、エリア 2の SDMRレジスタとして SDMR2を、エリア 3の

SDMRレジスタとして SDMR3を用意しています。 
  SH7750Sをご使用の場合、IPRDレジスタは[IO]ウィンドウに表示されません。表示したい   

場合は、I/Oレジスタ定義ファイル(SH7750.IO)を以下のように編集してから起動してくださ
い。 

 
     編集方法：SH7750.IO内に｢IPRC＝0xFFD0000C W A｣と記述している部分がありますので、 
      その下に｢IPRD=0xFFD00010 W A｣と追記し、上書き保存してください。 

 

• ベリファイ 

[IO]ウィンドウにおいては、入力値のベリファイ機能は無効です。 
 
(12) 不当命令 

不当命令をSTEP実行すると、次のプログラムカウンタに進みません。 
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2.2 SH7750 ご使用時のエミュレータ特有機能 
 

2.2.1 Break Condition機能 
 
E10A-USBエミュレータは、Break Condition 1,2,3,4,5の 5つの Break Condition条件を設定すること

ができます。表 2.3に Break Conditionの条件の内容を示します。 

表 2.3 Break Conditionの条件 
項番 Break Condition条件 説明 

1 アドレスバス条件 

（Address） 

SH7750、SH7750Sのアドレスバスまたはプログラムカウンタの値が一致した
ときにブレークします。 

2 データバス条件 

（Data） 

SH7750、SH7750Sのデータバスの値が一致したときにブレークします。 

バイト、ワード、ロングアクセスのデータサイズを指定できます。 

3 ASID条件 

（ASID） 

SH7750、SH7750Sの ASIDの値が指定した条件と一致したときにブレークし
ます。 

4 バスステータス条件 

（Bus State） 

バスステータス条件には、次の 2つの条件設定があります。 

Read/Write条件：SH7750、SH7750Sのリードサイクル、ライトサイクルでブ
レークします。 

Bus State条件：SH7750、SH7750Sの各バスサイクルでの動作状態が指定し
た条件と一致したときにブレークします。 

5 LDTLB命令ブレーク条件 SH7750、SH7750Sが LDTLB命令を実行したときにブレークします。 

6 内蔵 I/Oブレーク条件 SH7750、SH7750Sが内蔵 I/Oをアクセスしたときにブレークします。 

 
【留意事項】 
   ウィンドウ機能、コマンドラインシンタックスについては、オンラインヘルプを参照してく

ださい。 
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表 2.4に Break Condition 1,2,3,4,5で設定できる条件の組み合わせについて説明します。 

表 2.4   Break Conditionの条件設定用のダイアログボックス 
ダイアログボックス 機能 

 [Break Condition 1] 
ダイアログボックス 

[Break Condition 2,3,4]
ダイアログボックス 

[Break Condition 5] 
ダイアログボックス 

アドレスバス条件
（Address） 

○ ○ × 

データバス条件（Data） ○ × × 

ASID条件（ASID） ○ ○ × 

リード/ライト指定 ○ ○ × 

データアクセス ○ ○ × 

実行前/後指定 ○ ○ × 

シーケンシャルブレーク ○ ○ × 

LDTLB命令ブレーク × × ○ 

内蔵 I/Oアクセスブレーク × × ○ 

【注】 ○は、ダイアログボックスで設定できることを表します。 

 ×は、設定できないことを表します。 

 
【留意事項】 
 1. SRレジスタの BLビットが 1のとき、BREAKPOINTは使用しないでください。 
 2. マニュアルリセットを発生させる命令の近くに Break Conditionや BREAKPOINTを設

定した場合、ブレークせずにマニュアルリセットが発生する場合があります。例外を発
生させる命令の 4命令前までに設定すれば確実にブレークします。 

 
E10A-USBエミュレータは、シーケンシャルブレーク機能を持っています。表 2.5にシーケンシャ

ルブレーク条件を示します。 

表 2.5   シーケンシャルブレーク条件 
項番 ブレーク条件 説明 

1 Sequential break condition 2-1 Break Condition 2,1の順番で条件が成立したときにプログラ
ムを停止します。 

Break Condition 2,1の設定が必要です。 

2 Sequential break condition 3-2-1 Break Condition 3,2,1の順番で条件が成立したときにプログ
ラムを停止します。 

Break Condition 3,2,1の設定が必要です。 

3 Sequential break condition 4-3-2-1 Break Condition 4,3,2,1の順番で条件が成立したときにプロ
グラムを停止します。 

Break Condition 4,3,2,1の設定が必要です。 
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2.2.2 トレース機能 
 
E10A-USBエミュレータでは、AUD機能をサポートしていません。 
表 2.6に内蔵トレース機能の一覧を示します。 

表 2.6   内蔵トレース機能一覧 
トレース表示内容 説明 

分岐命令トレース 分岐命令のトレース表示を行います。分岐元アドレス／分岐先アドレスを最新の８分岐分
トレースして表示します。分岐命令トレースには、以下の 3つがあります。 

（1） 一般分岐命令トレース 

一般分岐命令をトレース表示します。一般分岐命令は、BF, BF/S, BT/S, BRA, BRAF, JMP
命令です。この場合、[Branch trace]ページの [Acquire normal branch instruction trace]
チェックボックスを必ず選択してください。 

（2） サブルーチン分岐命令トレース 

サブルーチン分岐命令をトレース表示します。サブルーチン分岐命令は、BSR, BSRF, 
JSR, RTS命令です。この場合、[Branch trace]ページの [Acquire subroutine branch 
instruction trace]チェックボックスを必ず選択してください。 

（3） 例外分岐命令トレース 

例外分岐命令をトレース表示します。例外分岐命令は、 RTE命令です。また、すべての
例外、割込み動作も対象となります。この場合、[Branch trace]ページの [Acquire exception 
branch instruction trace]チェックボックスを必ず選択してください。 

継続トレース トレース情報を継続して取得することができます。これを継続トレースといいます。分岐
命令トレースの場合、8分岐を最大 4回継続して取得することができます。[Branch trace]
ページの [Acquire continuous trace]チェックボックスを選択してください。継続トレー
スを選択した場合、リアルタイム性はありません。 

内蔵 I/Oトレース 内蔵 I/Oをアクセスしたアドレスおよびデータをトレース表示します。この場合、[Break 
Condition 5]ダイアログボックスの [Get trace information of internal I/O area]ラジオボタ
ンと [Branch trace]ページの [Acquire continuous trace]チェックボックスを必ず選択し
てください。 

LDTLB命令実行 

トレース 

LDTLB命令を実行したアドレスをトレース表示します。この場合、[Break Condition 5]
ダイアログボックスの [Get trace information of LDTLB instruction]ラジオボタンと 
[Branch trace]ページの [Acquire continuous trace]チェックボックスを必ず選択してくだ
さい。 
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(1) [Trace]ウィンドウの注意事項 

 
(a) プログラム実行（ステップ実行を含む）開始、終了時に割込みが発生した場合、エミュレー

タ使用領域のアドレスがトレース取得されることがあります。このとき、ニモニック、オペ
ランドの表示箇所に次のメッセージが表示されます。このアドレスはユーザプログラムのア
ドレスではないので、無視してください。 

                        ***  EML  *** 

 
(b) トレース取得情報表示時にTLBエラーが発生した場合は、下記のエラーメッセージを表示し

ます。 
 

 
図 2.1   TLBエラーのメッセージボックス 

 
TLBエラー発生後、トレース取得はできません。 

 
(c) Goコマンド終了からトレース表示の実行までの間にMMUの設定内容を変更した場合およ

び、ユーザプログラムを変更した場合は、正しいニモニックやオペランドが表示されない場
合があります。 

 
(d) 例外分岐取得時において、完了型例外が発生したとき、例外発生したアドレスの次のアドレ

スが取得されます。 
 

(e) INTERRUPTコマンドによりエミュレータコマンド待ち状態やユーザプログラム実行中のユ
ーザ割込みを許可した場合、プログラム実行（ステップ実行を含む）開始、終了時に発生し
た割込みはリアルタイムでトレース取得できます。 
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(2) [Trace Acquisition]ウィンドウ設定時の注意事項 

 
(a) [Acquire continuous trace]チェックボックスを有効にした場合は、エミュレーション中のメモ

リアクセスはしないでください。 
 
(b) 内蔵I/OトレースおよびLDTLB命令トレースを行う場合は、必ず[Acquire continuous trace］チ

ェックボックスを有効にしてください。 
 
(c) [Acquire continuous trace]チェックボックスを有効にした場合は、トレース情報を32個取得す

ることができますが、一定間隔でユーザプログラムが停止するため、リアルタイム性はあり
ません。 

 
(d)  以下の分岐命令は、トレース取得できません。 

• BF, BT命令のうち、ディスプレースメント値が 0の場合 
• リセットによる、H’A0000000への分岐 

 
(e) [Acquire continuous trace]チェックボックスを有効にし、[Break Condition 5]ダイアログボック

スで、[Get trace information of internal I/O area]ラジオボタンを有効（内蔵I/Oトレース許可）
または[Get trace information of LDTLB instruction]ラジオボタンを有効（LDTLB命令トレース
許可）に設定した場合は、 

• Step inコマンドで、内蔵 I/Oトレースはできません。 
• Step overコマンドで、LDTLB命令、内蔵 I/Oトレースはできません。 

 
(f) 割込みハンドラでSGR値を参照するプログラムの場合、継続トレースは使用しないでくださ

い。 
 E10A-USBエミュレータではユーザプログラムブレーク時にSGRレジスタの値を破壊しま

す。継続トレースを選択すると一定の間隔でユーザプログラムを停止するので、SGRレジス
タの値が破壊されます。 
 

(g) 継続トレースを使用している場合、INTERRUPTコマンドによりエミュレータコマンド待ち
状態やユーザプログラム実行中のユーザ割込みを許可しないでください。 
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2.2.3 JTAGクロック（TCK）使用時の注意事項 
JTAGクロック（TCK）の周波数は、SH7750、SH7750Sの周辺モジュールクロック（CKP）の周波

数より低くしてください。 
 
 

2.2.4 [Breakpoint]ダイアログボックス設定時の注意事項 
 

(1)    指定アドレスが奇数時は、偶数に切り捨てます。 
 

(2) BREAKPOINTは、指定されたアドレスの命令を置き換えることにより実現していますので、
RAM領域にのみ設定できます。ただし、次に示すアドレスには指定できません。 

• メモリ内容が H’003Bであるアドレス 
• CS0～6空間、内蔵 RAM以外の領域 
• Break Condition 3が成立する命令 
• 遅延分岐命令のスロット命令 

      また、MMUによりメモリ空間がライトのみ可能となっている場合にメモリライト、ソフトウ
ェアブレーク、ダウンロード等の操作は行わないでください。 

 
(3) ステップ実行中は、BREAKPOINTは無効です。 

 
(4) BREAKPOINTを実行する際、Break Condition 3は無効です。したがって、Break Condition 3 が

成立する命令には、BREAKPOINTを設定しないでください。 
 
(5) BREAKPOINTが設定されているアドレスから実行を再開した場合、1度そのアドレスをシン

グルステップにより実行してから実行を継続するので、リアルタイム性はなくなります。 
 

(6) 遅延分岐命令のスロット命令にBREAKPOINTを設定した場合、PC値は不当な値となります。
したがって、遅延分岐命令のスロット命令にBREAKPOINTを設定しないでください。 

 
(7) [Configuration]ダイアログボックスの[General]ページの[Memory area]グループボックスで

Normal指定時は、VPMAP_SETコマンド設定が無効ならコマンド入力時のSH7750、SH7750S
のMMUの状態に従って、物理アドレスまたは論理アドレスにBREAKPOINTを設定します。
ASID値は、コマンド入力時のSH7750、SH7750SのPTEHレジスタのASID値に従います。また、
VPMAP_SETコマンド設定が有効ならVP_MAPテーブルに従ってアドレス変換した物理アド
レスにBREAKPOINTを設定します。ただし、VP_MAPテーブル範囲外のアドレスに対しては
コマンド入力時のSH7750、SH7750SのMMU状態に従います。BREAKPOINT設定後にVP_MAP
テーブルを変更した場合でも、BREAKPOINT設定時のアドレス変換が有効です。 

 
(8) [Configuration]ダイアログボックスの[General]ページの[Memory area]グループボックスで

Physical指定時は物理アドレスにBREAKPOINTを設定します。プログラム実行時にSH7750、
SH7750SのMMUを無効にしてからBREAKPOINTを設定し、設定後にMMUを元の状態に戻し
ます。対応する論理アドレスでブレークした場合、ステータスバーおよび[Status]ウィンドウ
に表示する停止要因は、BREAKPOINTではなく、ILLEGAL INSTRUCTIONになります。 
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(9) [Configuration]ダイアログボックスの[General]ページの[Memory area]グループボックスで
Virtual指定時は論理アドレスにBREAKPOINTを設定します。プログラム実行時にSH7750、
SH7750SのMMUを有効にしてからBREAKPOINTを設定し、設定後にMMUを元の状態に戻し
ます。ASID値の指定がある場合は、指定されたASID値に従う論理アドレスにBREAKPOINT
を設定します。E10A-USBエミュレータはASID値を指定値に書き換えてからBREAKPOINT
を設定し、設定後にASID値を元の状態に戻します。ASID値の指定がない場合は、コマンド
入力時のASID値に従う論理アドレスにBREAKPOINTを設定します。 

 
(10) 論理アドレス指定時にTLBエラーが発生した場合は、以下のダイアログボックスで通知しま

す。 
 

 
図 2.2   TLBエラーのメッセージボックス 

TLBエラーが発生したアドレスに設定したBREAKPOINTを解除せずにGOコマンドを実行す
ると、再度TLBエラーが発生するので、GOコマンド実行前にBREAKPOINTを解除してくだ
さい。 

 
(11) BREAKPOINTが設定されるアドレス（物理アドレス）はBREAKPOINTを設定した時点で決

まるため、設定後にVP_MAPテーブルを書き換えてもBREAKPOINTの設定アドレスは変わり
ません。ただし、VP_MAPテーブルが変更されたアドレスでBREAKPOINTが成立した場合、
ステータスバーおよび[Status]ウィンドウに表示する停止要因は、BREAKPOINTではなく
ILLEGAL INSTRUCTIONとなります。 

 
(12) キャッシュ領域にBREAKPOINTを設定した場合、ユーザプログラムの実行直前および実行直

後にBREAKPOINTのアドレス内容がキャッシュフィルされますので、キャッシュ内容が変更
されます。 
 

(13) BREAKPOINTが設定されているとき、実行終了時に命令キャッシュの内容はすべて無効とな
ります。 

 
(14) BREAKPOINTのアドレスがROM、フラッシュ領域などで正しく設定できなかった場合、Go

実行後に[Memory]ウィンドウ等でREFRESHを行うと[Source], [Disassembly]ウィンドウの該
当アドレスの[BP]エリアに●が表示されることがあります。ただし、このアドレスではブレ
ークしません。また、ブレーク条件で停止すると●の表示は消えます。 
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2.2.5 [Break Condition]ダイアログボックス、BREAKCONDITION_SET
コマンド設定時の注意事項 

 
(1) Break Condition 4はGo to cursor、Step In、Step Over、Step Out使用時は無効です。 
 

(2) BREAKPOINTが設定されている命令を実行する際に、Break Condition 4の条件は無効となり
ます。したがって、Break Condition 4の条件が成立する命令にはBREAKPOINTを設定しない
でください。 

 
(3) Break Conditionの条件成立後に複数命令を実行してから停止することがあります。 
 

(4) 遅延分岐命令のスロット命令ではPCブレークの実行前にプログラムを停止することができ
ません。遅延分岐命令のスロット命令にPCブレーク（実行前停止条件）を設定した場合、分
岐先の命令実行前で停止します。 

 
(5) [Configuration]ダイアログボックスにおいて、[UBC mode]リストボックス設定時に[User]と設

定した場合、Break Condition 5,6は使用できます。 
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2.2.6 パフォーマンス測定機能 
E10A-USBエミュレータは、パフォーマンス測定機能をサポートしています。 
 

(1) パフォーマンスの測定条件の設定 

パフォーマンスの測定条件の設定は、[CPU Performance]ダイアログボックス、および
PERFORMANCE_SETコマンドを使用します。[CPU Performance]ダイアログボックスは、[Performance 
Analysis]ウィンドウ上の任意の 1行を選択しマウスの右ボタンを押すと、ポップアップメニューが表
示され、[設定]を選択すると表示されます。 

 

 
図 2.3  [CPU Performance]ダイアログボックス 

【留意事項】 
 コマンドラインシンタックスについては、オンラインヘルプを参照してください。 

 
パフォーマンス測定機能により、ユーザプログラムの各条件の成立回数を測定します。本機能では、

同時に 2つのイベントを測定でき、それぞれ次の測定条件を設定できます。測定開始／終了条件指定
も可能です。 
測定開始／終了 PC値指定には UBCを使用しているので PC値設定時は本来の UBC機能は使用で

きません。 
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(a) 測定期間 

 ① ユーザプログラム実行開始から実行終了までの期間 
② Start addressに設定された条件が成立してから、End addressに設定された条件が成立するまで

の期間 
 

測定チャネル 1,2それぞれにおいて①か②を設定できます。 
①を選択した場合、一度のユーザプログラムの実行につき数サイクル分の誤差が生じます。したが

って、ステップ実行時には使用しないでください。また、継続トレースを選択しているときも、エミ
ュレータ内部でユーザプログラムの実行停止・再開が発生するので、使用しないでください。 
 
【留意事項】 
  範囲指定をする場合、Use rangeチェックボックスにチェックをし Start addressに測定開始

条件、End addressに測定終了条件を設定してからユーザプログラムを実行してください。 
 

(b) 測定項目 

測定項目は、[CPU Performance]ダイアログボックスの[Channel1～2]で行います。最大 2つの条件を
同時に指定可能です。表 2.7に示します（表 2.7のオプションは、PERFORMANCE_SETコマンドの
<mode>パラメータです。また、[Performance Analysis]ウィンドウの NAMEに表示します）。 

表 2.7   測定項目 (1) 
測定項目 オプション 内                       容 

Operand access 
count(read+write/with cache)

OARW【注】 キャッシュが ONの場合に、cacheableの領域へオペランドアクセ
スをしたときの回数(リード、ライトアクセス両方) 

Internal RAM operand 
access count 

OARAM 内蔵 RAMエリアへのオペランドアクセスの回数 

All operand access count OA 全オペランドアクセスの回数 

Internal I/O area access 
count 

IOA 内蔵 I/O空間をアクセスした回数 

Operand cache read+write 
miss count 

DCRW データリード、ライトの際のオペランドキャッシュミスの回数 

Instruction cache miss count EC 命令キャッシュミスの回数 

UTLB miss count DT データアクセスの際の UTLBミスの回数 

Instruction TLB miss 
count(ITLB,UTLB miss) 

ET 命令アクセスの際の UTLB、ITLBミスの回数 

Instruction cache miss count EF【注】 キャッシュが ONの場合で、キャッシュ領域へ命令フェッチをした
ときの回数 

All instruction fetch count EA 全命令フェッチの回数 

Branch instruction execution 
count 

B 分岐命令発行の回数 

   (測定対象：BF(ディスプレートメント 0以外),BF/S,BT(ディスプ
レートメント 0以外),BT/S,BRA,BRAF,JMP) 

Branch taken count BT 分岐成立の回数 (測定対象はモード’B’と同様) 

Instruction execution count E 命令発行の回数 

Two-instruction concurrent 
execution count 

E2 2命令同時発行の回数 
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表 2.7   測定項目 (2) 
測定項目 オプション 内                       容 

FPU instruction execution 
count 

EFP FPU命令発行の回数 

TRAPA instruction execution 
count 

ETR TRAPA命令実行の回数 

Interrupt count(normal) INT 割込み（通常：NMI以外）の回数 

Interrupt count(NMI) NMI 割込み（NMI）の回数 

Instruction cache-fill cycle ECF 命令キャッシュフィルのサイクル 

Operand cache-fill cycle OCF オペランドキャッシュフィルのサイクル 

Elapsed-time cycle TM 経過時間サイクル 

【注】 PREF命令や TLB.c=0による非キャッシュオペランドアクセスはカウントアップしません。 

 

各測定条件については、表 2.8に示す条件が発生した場合についてもカウントを行います。 

表 2.8  パフォーマンス各測定条件においてカウントする場合 
測定条件 留意事項 対象モード 

全測定条件 例外発生により、カウントアップするイベントがキャンセ
ルされた場合も含むことがある 

全て 

命令キャッシュミス回数 

 

・1サイクルで命令をフェッチできなかった回数を計測す 

 るため、キャッシュオフ領域への命令フェッチを含む 

・例外発生のオーバーランフェッチ時にキャッシュミスが 

 発生した場合も含む 

EC 

TLBミス回数 TLBミスよりも優先度の高い例外発生により TLBミスがキ
ャンセルされた場合も含む 

DT、ET 

命令フェッチ回数 ・CPUの命令フェッチ要求を受け付けた場合も含む EF、EA 

 

2命令同時発行時は 2つカウント E 命令発行の回数 

命令フェッチ例外(命令アドレスエラー、命令 TLBミス例
外、命令 TLB保護違反例外)発生時に 1～3カウントする場
合がある 

E、E2 

FPU命令発行の回数 ・2命令同時発行時は 2つカウント 

・FPU命令とは、以下の命令を指します。 

 LDS Rm,FPUL, LDS.L @Rm+,FPUL, LDS Rm,FPSCR,   

  LDS.L  @Rm+,FPSCR 

  STS FPUL,Rn, STS.L FPUL,@-Rn, STS FPSCR,Rn,  

  STS.L FPSCR,@-Rn 

  その他、命令コードが H’Fxxxの命令 

EFP 
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(c) 測定回数カウント方法 

 ① CPU動作クロックでカウント 
 ② CPU動作クロックとバスクロックの比でカウント 

 
測定チャネル 1,2それぞれにおいて①か②を設定できます。 
 
①の方法を選択したとき、1サイクルを 1カウントとします。 
②の方法を選択したとき、クロック周波数比（CPUクロックとバスクロックの比）に応じて 3, 4, 6, 

8, 12, 24を加えます。この場合、次に示す方法で実時間を計算できます。 
 
実時間を T、バスクロックの 1周期の時間を B、カウンタ値の値を Cとすると、 
 
T ＝ C × B ÷24 
 
となります。 
ユーザプログラム中で CPU／バスクロック比を変更する場合、サイクル数の測定には、②を選択

することをお勧めします。 
 
パフォーマンス測定機能を使用したプログラムの各パフォーマンス測定例を説明します。 
 

(i) キャッシュのヒット率の測定方法 
測定チャネル1でキャッシュミスの回数（データリード、ライト時）測定を設定し、測定チ
ャネル2でキャッシュがONの場合のキャッシュ領域へのオペランドアクセス（リード、ライ
ト時）回数測定を設定します。 
両チャネルの測定開始／終了条件をGOコマンド実行中とすると、キャッシュミス回数とキャ
ッシュにアクセスした回数が測定でき、実行されたユーザプログラム全領域でのキャッシュ
のヒット率が測定できます。 

 
(ii) 全体の実行時間に占める指定プログラムエリアの実行時間の測定方法 

測定チャネル1の測定開始／終了条件をGOコマンド実行中と設定し、測定チャネル2の測定開
始／終了PC値を設定します。 
測定チャネル1,2の測定項目として経過時間サイクルを選択します。 

 
以上の条件で測定すると、全体の実行時間と指定プログラムエリアの実行時間が測定でき、
指定プログラムエリアの実行時間が全体のどれだけを占めているかがわかります。 
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【留意事項】 
1. カウンタは 48ビットです。最大 248=約 2.8x1014回数、約 11.6日分のサイクル（CPU動
作周波数が 267MHzの場合）が測定できます。オーバーフローした場合、測定値は無効
となります。 

2. パフォーマンス測定条件の設定・解除・初期化を行った場合には、UBCの設定内容は保
証されません。 

3. チャネル 1と 2に開始 PC値と終了 PC値を指定する場合、両チャネルとも同じ開始 PC
値と終了 PC値を設定してください。違う開始 PC値と終了 PC値を設定した場合は、最
後に設定した内容が有効になります。 

4. 本コマンドで開始／終了 PC値を設定した場合、本コマンドで設定する前の UBCへの設
定値は無効となります。 

5. コマンドラインシンタックスについては、オンラインヘルプを参照してください。 
 

(2) 測定結果の表示 

測定結果は、[Performance Analysis]ウィンドウ、または、PERFORMANCE_ANALYSISコマンドで
行います。表示結果は 16進数（32ビット）で表示します。 
 
【留意事項】 
 パフォーマンス測定の結果のカウンタがオーバーフローした場合、"********"を表示します。 
 

(3) 測定結果の初期化 

測定結果の初期化は、[Performance Analysis]ウィンドウのポップアップメニューで [全てリセット]
を選択するか、PERFORMANCE_ANALYSISコマンドで INITを指定してください。 
 
 

2.2.7 プロファイル機能使用時の注意事項 
プロファイル機能使用時は「SuperH™ファミリ用 E10A-USB エミュレータユーザーズマニュアル  

5.8.12」に記載されている他に以下の機能が使用できなくなります。 
 

(1) 継続トレース機能 

内蔵トレース機能で使用できる継続トレース機能は、プロファイル機能イネーブル時には使用しな
いでください。プロファイルデータを正常に測定できません。 

 

(2) 内蔵トレース機能 

プロファイル機能イネーブル時、内部的に内蔵トレースのモード選択を全項目選択状態とするため、
内蔵トレースのモード選択は無効になります。 

 

(3) Halt機能 

内蔵トレースの Halt機能は、プロファイル機能イネーブル時には使用しないでください。 
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2.2.8 割込み機能 
エミュレーション実行中は SH7750、SH7750Sの割込みはすべてユーザに開放しています。

E10A-USBエミュレータコマンド実行中およびコマンド待ち状態のときには、割込み処理を実行する
モードか、しないモードかを指定することができます。 

 
(a) エミュレータコマンド実行中およびコマンド待ち状態のとき割込み処理を実行しない場合 

通常はエミュレータコマンド実行中およびコマンド待ち状態のときは、割込みが発生しても割込み
処理は実行しません。ただし、エミュレータコマンド待ち状態のときに、内部割込みおよび外部割込
みのうち、エッジ入力の割込みが発生した場合、エミュレータが割込みを保持しておき、GOコマン
ド実行時に割込み処理から実行します。 
 

(b) エミュレータコマンド実行中およびコマンド待ち状態で割込み処理を実行する場合 

INTERRUPTコマンドを使用することで NMI割込み、周辺モジュール割込み処理を実行すること
ができます。 
設定方法は、コマンドラインウインドウから INTERRUPTコマンドを入力します。 

• NMI割込み処理のみ実行する場合 
INTERRUPTコマンドのオプション<interrupt_enable>に‘nonmask’を指定してくだ
さい。 

• NMI割込み、周辺モジュール割込み処理を実行する場合 
INTERRUPTコマンドのオプション<interrupt_enable>に‘all’を指定してください。 

• 割込み処理を実行しないモードに切替える場合 
INTERRUPTコマンドのオプション<interrupt_enable>に‘disable’を指定してくだ
さい。 

 
【留意事項】 
 1.  割込みハンドラが正しく動作することを確認した上で、本機能を使用してください。 

また割込みハンドラ内で無限ループや sleep命令を実行しないでください。 
ハンドラの処理が終了しない場合、E10A-USB エミュレータが Communication Timeout
エラーを発生します 

2. エミュレーションコマンド待ち状態およびエミュレータコマンド実行中においてユーザ
割込みが許可されている場合、ユーザ割り込み処理はトレース取得されません。この場合、
継続トレース取得の設定はできません。 

3. 割込みハンドラの RTE命令のディレイスロットには NOP命令を入れてください。 
4. ユーザプログラムがブレークしてからブレーク処理が終了するまでの間にユーザ割込み
が入る可能性がある場合、割込みハンドラに BREAKPOINTを設定しないでください。
E10A-USBエミュレータが Communication timeoutエラーを発生する可能性があります。
Break Condition機能をご使用ください。 

5. ウィンドウ機能、コマンドラインシンタックスについては、オンラインヘルプを参照して
ください。 
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